
防災まちづくりの支援は1つの町内会につき3年間行っています。

防災まちづくり支援の流れ

防災まちづくりとは

平成７（1995）年発生した阪神・淡路大震災では、生き埋めや

閉じ込められた際の救助は、９割以上が自助・共助によるもの

でした。

大規模災害発生時は被害が同時多発しており、行政による対応

には限界があるので、特に『自助・共助』が重要になります。

災害に強いまちづくりを実現するためには、建物などの改善（ハードの取組）ほか、防災教

育や災害時の情報伝達などの被害を軽減する（ソフトの取組）ための活動が重要です。

そのため、「自分自身の身の安全を守る「自助」と地域住民が互いに協力して助け合う「共

助」により、災害に強いまちの実現をめざすこと」＝「防災まちづくり」が必要です。

出典
(社)日本火災学会「兵庫県南部地震
における火災に関する調査報告書」

生き埋めや閉じ込められた際の救助

川崎市の防災まちづくり支援

また、火災延焼被害等の課題が大き

い１６地区については、

『防災まちづくり推進地区』 として、

平成２１（2009）年度に行った地震

被害想定調査を基に、平成２９年度

から火災延焼被害や建物倒壊、避

難等の課題が特に大きい２地区に

ついては 『不燃化重点対策地区』

に指定し、規制や補助等によってま

ちの不燃化を推進しています。

対象地区内における町内会の防災まちづくりの取組を支援しています。

防災まちづくり事例集

防災まちづくり支援については、防災まちづくり推進地区で行っ

ていますが、防災まちづくりはどの地区にも必要な取組です。

防災まちづくり事例集については、防災まちづくり推進地区で

実施した取組を他の地域にも周知し、新たな取組方法や、様々な

課題解決に向けたヒントを得て、地域防災力の向上に役立てて

いただくことを目的に作成しました。

安否確認訓練の様子
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事例集は４つのテーマ別で構成しており、

地域の方々の関心のあるテーマなど、参

考になるところから活用していただくも

のです。
※令和５年度末で２８町内会支援を実施（支援中９町内会を含む）

自助・共助による
救助はこんなに！

自助
自分で自分を

助ける

共助
地域ｺﾐｭﾆﾃｨ等
互いに助け合う

公助
行政による
救助・支援等
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課題の発見と

周知啓発

できることから

始める

まずは地域の課題や資源

を整理することから始め

ましょう。発見したこと

は地域へ広く情報発信し、

防災の関心を高めます。

発見した地域の課題や関

心を基に災害を想定した

準備や訓練など、できる

ことから少しずつ実施し

ていきます。

活動を続けて

地域を盛り上げる

支援後も活動を継続でき

るよう地域主体の取組を

支援し、災害時に効果的

に機能する防災活動体制

をつくっていきます。

取組例

・防災意識アンケート

・防災まち歩き

取組例

・防災倉庫棚卸

・マイタイムライン作成

取組例

・防災×交流イベント

・防災まちづくり計画作成
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事例集の概要

●事例集の使い方

地域特性に合った取組を実施…地域に合ったもの、課題となっているものを選んで実施

できることから少しずつ始める…できそうなことや、やってみたいことから少しずつ始める

実施に向けた相談…不明な点等がある場合は担当部署まで問い合わせ

実施に向けた時間と人材の関係性につい

ては、どの取組が実施しやすいかを示して

いる。

事例集については、区役所等の市民が利用する公共施設等に配架するとともに、町内会

連合会や避難所運営会議など、様々な機会をとらえて配布し、周知・啓発を行っていく

・防災意識啓発ニュースレター
・防災倉庫棚卸 など

地域にお住まいの方一人ひと
りが防災意識を高め、備蓄な
どしっかり対策していくこと
により、災害に強いまちづく
りにつながっていきます。

地域や一人ひとりが備える 地域の課題や資源を把握する

・防災まち歩き
・防災カルテづくり など

災害に強く、地域のつながり
も強いまちにするために、ま
ずは自分の地域の課題や資源
を確認ことが大切です。

ご近所どうしで
助け合える関係性づくり

・安否確認訓練
・要援護者支援の体制づくり など

いざというときに助け合える
よう、近隣の方たちで少しず
つ普段から顔の見える関係づ
くりをしていきましょう。

地域の中で連携する

・防災×交流イベント
・防災ポリ袋クッキング など

まちの中の団体や施設など、
普段の活動の中で連携するこ
とによって、より効果的にな
るだけでなく、災害時も助け
合える関係につながります。

●実施に向けた時間と人材の関係性

：まずはここからはじめてみるの
が良いかも！

：少し難易度は高いけどその分
効果も大きいに違いない

●各取組の記載例

●事例集の活用方法
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●４つのテーマ


